
（1）新商品・サービス開発に関する基本姿勢
当グループでは、2020～2022年度の中期経営計画を策
定した際に、「信託の力で、新たな価値を創造し、お客さまや
社会の豊かな未来を花開かせる」という存在意義（パーパ
ス）を掲げました。信託には、その時代の課題を解決するた
めに、信託商品を開発し提供してきた歴史があります。今後
もパーパスを胸に、お客さまや社会に貢献できる商品の開
発に力を注ぎます。

（2）新商品・サービス開発の体制
当グループは、信託銀行グループとしての専門性や総合力
を強みとして、新商品・サービスの開発を進めています。三
井住友信託銀行では、各事業内に新商品・サービスの開発
機能を有しており、お客さまのニーズや市場動向などを踏ま
え専門的知見を活用して、開発を進めています。
また、経営管理分野には信託開発部、地域共創推進部、デ
ジタル企画部およびサステナビリティ推進部といった専担
部署を設け、それぞれ信託とその関連分野、地域共創分野、
デジタル分野およびサステナビリティ分野での調査研究を
担い、事業横断的な新商品・サービスの開発やその支援を行
う体制も構築しています。
さらに、新商品・サービス開発について役員などが協議す
る会議体として商品サービス委員会を設置しています。現場
レベルにとどまらない中長期的な経営戦略の視点で、開発プ
ロセスの中でブレイクスルーすべき課題や、推進するための
対応策の共有を図ることを目的に、定期的に開催しています。

（3）社員発の新商品・サービス提案「未来創造フェスティバル」
当グループでは、2018年度より「未来創造フェスティバル」

（以下「未来フェス」）を開催しています。
未来フェスは、社員発のアイデアで当グループの未来を創

り出すことを目的とした社内ビジネスプランコンテストです。
グループ全社員がエントリー可能で、ビジネスプランの領域
を問わず、新規性・意外性に富んださまざまなアイデアを募
集します。最終選考では、応募者は審査員である役員および
外部有識者に対し直接プレゼテーションの機会が与えられ
るとともに、最終選考で選ばれた応募者は自らが提案した商
品・サービスの事業化に挑戦することができます。

2020年度も3回目となる未来フェスを開催し、過去2回と
合計した累計の応募件数は約670件に上り、一大イベントと
なっています。その中から、2019年12月に未来フェス発の第
一号商品として「おひとりさま信託」がリリースされました。

（4）新商品・サービスの導入時審査体制と導入後管理体制
新商品・サービスを導入する際には、あらかじめ内在する

リスクの有無、種類の特定・評価・管理、お客さまへの説明資
料・手法など、商品や業務を継続するためにさまざまな体制
整備を行う必要があります。このため、当グループでは新商
品・サービスの導入時に審査を実施する体制としています。
この審査プロセスにおいては、お客さまから信頼していただ
ける商品・サービスの導入を重視し、複数の部署がさまざま
な角度から検証を行います。
新商品・サービスの導入後は、商品審査委員会で審査され

た案件については、リスク管理の観点も含め、導入後の取り
組み状況を定期的にモニタリングしています。また、商品審
査委員会での審議の有無にかかわらず、環境変化などにより
お客さまへの説明内容が変わることが想定される商品・サー
ビスに対しても、適切な説明を行う観点から、定期的にモニ
タリングを行っています。これらの検証結果を商品審査委員
会へ報告するとともに、審査時の前提条件と異なる事態が発
生した場合には対応方法を協議し、その内容をリスク統括部
およびコンプライアンス統括部の統括役員へ報告します。

■ 商品審査のプロセス（三井住友信託銀行）

※1  リスク統括部、コンプライアンス統括部、法務部、業務部、FD・CS企画推進部、財務企画
部、業務管理部など

※2  商品性を勘案し、利益相反の観点で審査が必要な場合は「利益相反管理高度化委員会」
と合同開催します。

※3  三井住友信託銀行の経営会議付議案件のうち当グループの経営に重大な影響を与える
可能性のある新商品などについては、当社宛協議することとしており、経営会議への付
議・取締役会への報告を行う枠組みとしています。
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トータルソリューションを支える新商品・サービスの開発および審査・管理体制




